




要約:長期にわたるエンテロウイルスを中心とした新生児感染症の定点観測の結果、最近

流行の稀なエコー 2 およぴ 33 型ウイルスによる 2 施設内流行を経験した。発症順に 1994

年 6月 28日～7月 7日の 10日間に一産院からエコー33による 9例の集団発生がみられ、

3 例は播種性血管内凝固症候群(DIC)に進展し、うち 1 例は死亡した。ことの重大性に鑑

み、流行防止のため産院と密な連絡をとり、手洗い、消毒の徹底と、一定期間の新生児室

の閉鎖、おむつの焼却、患者紹介を受けた当院未熟児センター内では患者を全例保育器に

収容し隔離した。比較的短期間に感染は終息した。次に 1995 年 2 月～4 月の 2 か月間に

定点観測の結果として後方視的に、発熱を主訴とした新生児から 8例にエコー 2型ウイル

ス感染の施設内小流行があったことが判明した。コットで保育管理しウイルス感染症とし

て隔離しなかった点が前者と異なる。


